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緒言
チューリ y プ‘GoldenHarvest'は， Multiftowered系統のものを除く他の大多数の品
種と同様に，通常 1 茎に 1 花しかっけないが，年によって大球では花茎が上部で 2~5 本
に分枝して，それぞれの分校の頂端に花をつける個体がかなり生ずる.この分枝現象は枝
咲き といわれp オランダではみられなし、が9) わが国では問題になっている.枝咲きの発
生が夏の涼しいオランダでみられないこと，また，わが国でも発生率が年によりかなり変
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産の球根と 6月中旬掘 り上げの砂丘畑産の球根を供試した 球根を掘り上げ後水洗 ・消毒
し，風乾後10月下旬まで室内で貯蔵した.植え付けに先立って第1表に示すように球根を








それぞれ 4 ~6 個の球根を解剖して花芽分化段階を調査した.
1974年度実験においては 7月上旬掘り上げの普通畑産の 1個重が21g以上の球根(平
均重28.8g)を供試した.7月14日から10月17日まで温度処理期間以外は球根を20"Cで貯











の植え付け後，複合燐加苦土安1号(成分量 :N， P 205' K20，各11%;MgO， 4%)をうね
の表面に散布し， 土と浅く混和した.この化成肥料の 1a当たりの施用量は，多量基肥区
が N，P 205' K20，とも各2.0kg，標準量基肥区が各0.6kgになるようにした.追肥を行
う区には翌年の3月29日に尿素複合液肥2号(成分量 :N， 10%; P205， 4%; K20， 8%) 














1972年 普通畑 20以上 26.3 38 35 
15~20 16.5 23 45 
1O~15 1.3 4 47 
5~10 6.9 4 50 
砂丘焔 ( 2等球) 23.5 。 15 
( 3等球) 19.8 。 25 
( 4等球) 15.0 。 23 
1974年 普通畑 40~50 44.2 37 27 
30~35 32.2 50 26 
20~25 22.6 30 27 
11~14 12.1 5 41 
6~ 9 8.0 。 48 
*(校咲き球根数/調査球根数)x100%. 
実験1に供試した球根の等級と球重との関係は以下のとおりであった.特等球(球周13
cm以上)は平均して 37g， 1 等球 (12~13 cm) は球重の範囲が 26~30g， 2 等球 (ll~















球根の高温処理によって枝咲き発生の助長された 7 月 2 日 ~7 月 27 日室温区では，高温
処理開始時の 7月2日には球根の 8割がまだ花芽未分化であった.これに対して，高温処









温度処理期間 ('C ) 寸%) 球根数 1 m N V VI VI 
1972年
6 月 7 日 ~7 月 2 日室温(平均22) 9 
7 月 2 日 ~7 月 27 日室温(平均26) 44 
7 月 27 日 ~8 月 21 日室温(平均27) 22 








6 月 7 日 ~10月 26 日 20
1974年
7 月 14 日 ~8 月 8 日 30 14 
7 月 14 日 ~8 月 8 日 25 21 





7 月 30 日 ~8 月 24 日 30 0 27 12 
7 月 30 日 ~8 月 24 日 25 3 30 
7 月 30 日 ~8 月 24 日室温(平均28) 4 25 
7 月 14 日 ~10月 17B 20 4 27 
1972年度は6月7日以後， 1974年度は7月14日以後，球根を温度処理期間以外は200Cで貯蔵.
*温度処理開始時に球根がどの花芽分化段階にあるのかを球根数で示す.( )内の数値は温度処
理終了時の球根数を示す. 1 :未分化，茎頂は flatである. 11:分化開始期，茎頂は dome-


















BA処理は 1969年度 ・1972年度l・1972年度E・1974年度の 4実験で枝咲き発生を助長し
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第3表 球根に対する植物生長調節物質処理が枝咲き発生に及ぼす影響(実験3)
実験年度球根掘り 球根 1個重 植物生長調節物質校咲率調 査
処理時期 濃(p 発生球根生産畑上げ時期範閤 (g) 平均 (g) 種類 pz (%) 球根数
1969年 6月上旬 24~30 27 6月30日水 5 20 
砂丘畑 BA 50 77 13 
1971年 6月中旬 ( 1等球) 30 6月29日水 13 15 
砂丘畑 BA 50 14 21 
NAA 100 12 17 
GA 100 27 11 
1972年 I 6月中旬 ( 2等球) 24 6月23日水 。 15 
砂丘畑 BA 50 21 19 
エスレノレ 480 。 17 
GA 200 14 21 
1972年E 6月中旬 ( 4等球) 16 6月24日水 。 20 
砂丘畑 BA 50 24 29 
NAA 200 。 17 
TIBA 10 。 16 
MH 300 。 16 
1974年 7月上旬 14~21 17 7月14日水 7 30 
普通畑 BA 60 41 22 
エスレノレ 500 4 27 
GA 200 10 29 
BA:ベンジノレアデニン.GA:ジベレリン(GAa).NAA: a-ナフタレン酢酸カリウム.TIBA: 



















施 肥 法* 発生率 調平均査球重根(料g)の(gl株) (%) 調査球根数
多量基肥 ・追肥 51.5 100 32.4 13 
標準量基肥・追肥 65.9 83 34.5 12 
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Summary 
The following four factors affected the development of the ftower branching 
from a main stem in tulip ‘Golden Harvest'. (1) Size of bulbs. Some of bulbs 
having weights of about 15 grams or more induced the ftower branching if the 
other factors facilitated the ftower branching. The ftower branching rate increased 
as bulb weights increased. But oversize bulbs a small quantity decreased its rate 
as bulb weights increased. (2) Storage temperature of the bulbs just before or 
just after started ftower formation. The ftower branching was promoted when such 
bulbs were stored at 25 ocor more but below 30 'C during three weeks. The 
storage temperature 30 oc lowered this effect. In the end stage of ftower differen-
tiation， this e任ectwas not observed. (3) Rate of fertilizer application to seed 
bulb growing. The seed bulbs by the heavy manuring cu1ture had the higher 
ftower branching rate than the seed bulbs by the low manuring cu1ture. (4) Ap-
plication of cytokinin to the bulbs just before or just after started ftower formation. 
The ftower branching was markedly promoted when the bulbs removed tunics 
were immersed in a 50 ppm benzyladenine solution during 24 hours. 
It seemed likely that both the annual variation of the ftower branching rates 
and the lower ftower branching rates of the seed bulbs by the sand dune farming 
than by the common upland farming were induced by the factors (2) and (3). 
572 
